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第
２
回
定
例
会

（
議
案
第
78
号
）一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）１
億
４
千
952
万
２
千
円

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

・
会
期　

22
日
間

　

６
月
19
日
～
７
月
10
日

・
一
般
質
問　

12
名
が
登
壇

犯
罪
抑
止
力
を
高
め
、
犯
罪
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
と
と
も
に
、
特
に
子

供
の
安
全
を
は
か
る
た
め
、
市
立
保
育
所
・
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
に
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す
。

※
議
会
だ
よ
り
は
、
主
な
議
案
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
そ
の
他
の
議
案
や
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
紀
の

川
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
議
会
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
の
議
案
は

専
決
処
分
…
…
…
…
４
件

市
長
提
出
議
案
…
…
17
件

請
願
…
…
…
…
…
…
４
件

委
員
会
提
出
議
案
…
２
件

計
27
件

1
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

犯
罪
を
阻
止
し
ま
す

（
１
千
429
万
８
千
円
）

カ
メ
ラ
は
１
施
設
に
１
台
の
設
置
な

の
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
、
す
べ
て
の

保
育
所
・
小
学
校
に
設
置
さ
れ
ま
す

か
。

改
築
さ
れ
た
施
設
な
ど
は
、
す
で
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
未
設
置
の
施
設
す
べ
て
に

設
置
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
施
設

の
出
入
口
等
に
応
じ
て
カ
メ
ラ
台
数

も
で
き
る
だ
け
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

質
疑
・
意
見
な
ど

ＱＡ

7件に
 注目！
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紀
の
海
広
域
施
設
組
合
（
紀
の
川
市
・
海
南
市
・
紀
美
野
町
）
新
清
掃

工
場
建
設
工
事
の
工
期
延
長
に
よ
り
、
市
の
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
で
、

ご
み
焼
却
す
る
期
間
が
延
長
と
な
る
こ
と
か
ら
、
必
要
最
小
限
の
維
持
修

繕
を
行
い
ま
す
。

老
人
福
祉
施
設
の
白
水
園
が
移

転
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
交
通
量
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
市
道

上
田
井
９
号
線
道
路
改
良
事
業
と

し
て
、
国
道
24
号
か
ら
市
道
へ
の

進
入
口
の
鋭
角
な
交
差
部
分
を
拡

幅
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
場
所
は
通
学
路
と

な
っ
て
い
て
、
地
域
要
望
で
信
号

機
の
設
置
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
の

で
、
公
安
委
員
会
に
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

3
紀
の
海
ご
み
処
理
施
設
工
事
４
ヶ
月
の
遅
れ
！

来
年
３
月
１
日
ス
タ
ー
ト
！

（
１
億
２
千
835
万
５
千
円
）

2
信
号
機
要
望
の
あ
る
交
差
点

ま
ず
は
交
差
点
改
良

（
４
千
400
万
円
）

工
事
が
４
ヶ
月
遅
れ
、
本
来
必
要
の

な
か
っ
た
修
繕
費
は
、
請
負
業
者
の

損
害
賠
償
と
な
り
ま
す
か
。

補
正
額
１
億
２
千
835
万
５
千
円
か
ら
、

紀
の
海
広
域
施
設
組
合
事
業
の
負
担

金
６
千
244
万
５
千
円
を
差
し
引
く
と
、

６
千
591
万
円
が
工
期
延
長
に
よ
る
増

額
と
な
る
た
め
、
組
合
を
通
じ
て
請

負
業
者
へ
請
求
し
て
い
き
ま
す
。

※
ご
み
処
理
し
き
れ
な
い
部
分
は
、
海
南

市
・
岩
出
市
・
和
歌
山
市
へ
、
ゴ
ミ
処
理

を
委
託
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

質
疑
・
意
見
な
ど

ＱＡ

建設中の新白水園↓

市道
改良箇所

国道24号
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（
議
案
第
72
号
）工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

５
月
27
日
に
、
市
民
公
園
プ
ー
ル
整
備
工
事
の
入
札
を
７
社
に
よ
る
条

件
付
一
般
競
争
入
札
で
行
い
ま
し
た
。
（
１
億
５
千
万
円
以
上
の
契
約
は
、

議
会
の
議
決
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
）

4
幼
児
が
遊
べ
る
プ
ー
ル
も
で
き
ま
す

工 事 名＝市民公園プール整備工事
契約方法＝随意契約
（落札者がなかったため、最低金額入札者と別途協議を行い、落札予定
価格内で随意契約となりました。）

契約金額＝430,920,000円
契 約 先＝㈱中井組（有田郡湯浅町）

（
議
案
第
77
号
）紀
の
川
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

竜
門
小
学
校
移
転
改
築
に
伴
い
、
所
在
地
の
変
更
を
行
い
ま
す
。
子
供

た
ち
は
、
夏
休
み
明
け
か
ら
新
校
舎
で
学
び
ま
す
。

5
新
し
い
校
舎
の
竜
門
小
学
校

紀の川市議会だより　No.34　平成27年［2015］
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意見書
委員会提出議案

国が実施しようとしている、集団的自衛権の行使を限定的に容認する内容を含んだ安全保障関連法案

に対し、廃案を求める請願が提出されていましたが、すべて賛成少数で否決となりました。

しかし、議員発議で、国においての安全保障関連法案の取り扱いにあたり、国民一人一人に不安を抱

かせることのないよう、また、日本国民にとって最善の選択が導かれるよう、慎重かつ十分な審議をつ

くすことを求める意見書を全会一致で提出することになりました。

※議員は、市長が提案するものをチェックし、
賛否を表明するだけでなく、議会で決定すべ
きものについて提案することができます。今
回は、意見書の提出について議員が立案し、
議会が決定しました。

（
議
案
第
79
号
）那
賀
老
人
福
祉
施
設
組
合
の
解
散
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

施
設
の
民
営
化
に
よ
り
、
平
成
28
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
那
賀
老
人
福

祉
施
設
組
合
（
紀
の
川
市
・
岩
出
市
）
を
解
散
し
ま
す
。

6
老
人
福
祉
施
設　

白
水
園
が
民
営
化

現
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
が
、
民
営
化
し
た
新
施

設
に
移
る
場
合
、
利
用
料
の
負
担
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
・
利
用
料
と
も
公
的
に
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
民
営
化
を
理
由
に
上
が
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
白
水
園
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
と

な
る
た
め
、
特
養
で
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
お
よ
び
居
住

費
が
上
が
り
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
入
所
の
方
に
は
、

特
別
措
置
と
し
て
、
個
人
負
担
料
の
新
旧
差
額
分
の
２

分
の
１
を
新
白
水
園
で
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
希
望
者

に
は
新
白
水
園
の
経
営
母
体
と
な
る
光
栄
会
（
栄
寿

苑
）
の
多
床
室
へ
移
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
案
内
も
し

ま
す
。
ま
た
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
の
方
は
、
新

施
設
で
は
個
室
と
な
る
た
め
、
軽
減
措
置
が
な
く
な
り

ま
す
。

質
疑
・
意
見
な
ど

ＱＡ
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いっぱん質問いっぱん質問
市 政 を 問 う

一般質問の内容については、要旨のみ掲載しています。

なお、原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。

くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので議会事務局議事調査課までお問い

合わせください。（TEL 0736−77−0860）

中村　真紀　議員
・子どもの安全を守るために
・社会福祉士の役割について

石井　　仁　議員
・自衛官募集事務と安全保障法制につ

いて
・就学援助の拡充について

西川　泰弘　議員
・全国学力テストの結果と、今後の市

としての対応は

大谷さつき　議員
・学校の図書室のあり方について
・災害時における通電火災の防止につ

いて

中尾太久也　議員
・災害対策や災害に強い安全なまちづ

くりについて

並松　八重　議員
・子ども・子育て支援新制度について

舩木　孝明　議員
・介護保険について
・国民健康保険について　

坂本　康隆　議員
・地方創生交付金の活用等について

川原　一泰　議員
・老朽化危険空き家対策について

森田　幾久　議員
・地方創生に向けて

榎本　喜之　議員
・残薬問題について
・改正道交法について

太田　加寿也　議員
・紀の川市の子ども達を取りまく教育

環境は今どうなっているのか。これ
から何を変えていくのか。

・本市の活性化に向けた取り組みにつ
いて

紀の川市議会だより　No.34　平成27年［2015］
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問国
民
健
康
保
険
会
計
は
、

年
々
苦
し
い
状
況
で
あ
る
。

全
国
的
に
も
基
金
の
取
り
崩

し
や
、
一
般
会
計
か
ら
の
補

て
ん
運
用
に
な
っ
て
い
る
。

市
に
お
い
て
の
状
況
と
今
後

の
見
通
し
は
。

 

答
　
　
　
　
　
市
民
部
長

全
国
的
に
も
き
び
し
く
、

国
保
会
計
で
は
52
．７
％
の

自
治
体
が
赤
字
運
営
で
あ
る
。

市
も
平
成
30
年
か
ら
の
国
保

運
営
改
革
を
か
ん
が
み
、
平

成
28
年
度
以
降
に
国
保
税
の

税
率
改
正
を
検
討
し
、
健
全

運
営
を
は
か
る
方
向
で
い
く
。

問※

第
三
者
行
為
求
償
事
務

の
状
況
は
。

問昨
年
度
の
補
正
予
算
に

盛
り
込
ん
だ
地
方
創
生
交
付

金
の
先
行
型
事
業
は
ど
の
よ

う
な
活
用
に
な
る
の
か
。

 

答
　
　
　
　
　
企
画
部
長

地
方
版
総
合
戦
略
策
定

事
業
は
地
域
活
性
化
と
人
口

減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
実

施
す
る
。

「
婚
活
支
援
事
業
」
は
結

婚
に
つ
な
が
り
、
市
に
定
住

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

「
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

強
化
事
業
」
は
フ
ル
ー
ツ
王

国
紀
の
川
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
に
よ
り
交
流
人
口
増
加
が

期
待
で
き
る
。

「
保
育
所
保
育
環
境
充
実

事
業
」
は
保
育
環
境
の
質
を

高
め
、「
子
ど
も
医
療
費
助

成
事
業
」
で
は
、
安
心
し
て

 

答
　
　
　
　
　
市
民
部
長

国
保
連
合
会
か
ら
の
情

報
や
、
市
で
行
っ
て
い
る
レ

セ
プ
ト
の
内
容
点
検
を
も
と

に
、
適
正
な
事
務
を
行
っ
て

い
る
。

問今
年
４
月
の
介
護
保
険

の
改
正
に
伴
う
国
の
方
向
付

け
も
含
め
、
持
続
可
能
な
制

度
の
重
点
施
策
は
。

 

答
　
　
　
保
健
福
祉
部
長

介
護
保
険
料
が
創
設
時

よ
り
約
２
倍
に
増
加
し
、
今

後
も
上
昇
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。

特
に
75
歳
以
上
人
口
、

単
身
、
高
齢
者
夫
婦
等
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
な
か
で
、

平
成
29
年
度
か
ら
訪
問
介
護

や
通
所
介
護
が
新
し
い
総
合

事
業
と
し
て
市
に
移
行
さ
れ

る
。そ

の
た
め
、
サ
ー
ビ
ス

を
類
型
化
し
、
基
準
や
単
価

子
供
を
育
て
ら
れ
る
環
境
整

備
を
進
め
、
人
口
減
少
の
歯

止
め
に
し
た
い
。

問地
域
課
題
解
決
と
地
方

創
生
の
た
め
に
地
域
再
生
計

画
の
作
成
お
よ
び
申
請
内
容

は
。

 

答
　
　
　
　
　
企
画
部
長

地
域
再
生
制
度
は
地
方

が
行
う
自
主
的
自
立
的
な
取

り
組
み
を
国
が
支
援
す
る
基

本
方
針
で
、
紀
の
川
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
を
進
め
、
再
生
計
画

は
今
後
調
査
研
究
を
し
た
い
。

問総
合
戦
略
に
若
者
の
意

見
は
。
ま
た
、
本
市
の
特
色

を
ど
う
考
え
て
い
く
の
か
。

 

答
　
　
　
　
　
企
画
部
長

結
婚
・
出
産
・
子
育
て

に
関
す
る
意
識
調
査
で
は
19

歳
～
49
歳
の
若
い
世
代
の
意

見
を
聞
き
、
高
校
・
大
学
卒

を
設
定
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。第

６
期
介
護
保
険
の
新

し
い
総
合
事
業
の
視
点
は
、

「
住
民
参
加
に
よ
る
地
域
づ

く
り
」
で
あ
り
、
「
で
き
る

限
り
元
気
な
状
態
を
維
持
し

生
活
の
営
み
」
を
力
点
と
し

て
居
場
所
づ
く
り
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
事
業
充
実
を

さ
せ
て
い
き
、
今
後
の
保
険

料
抑
制
に
つ
な
げ
て
い
け
る

よ
う
適
正
運
営
を
目
指
す
。

業
後
の
進
路
希
望
と
結
婚
等

の
将
来
展
望
に
つ
い
て
調
査
。

子
育
て
世
代
の
グ
ル
ー
プ
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
も
検
討
し
て

い
る
。
地
域
の
人
が
元
気
に

な
る
事
業
を
、
有
効
な
国
の

支
援
を
活
用
し
、
本
市
の
特

色
を
出
し
て
い
き
た
い
。

問現
時
点
で
の
地
方
版
総

合
戦
略
策
定
に
対
す
る
市
長

の
考
え
は
。

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

フ
ル
ー
ツ
王
国
紀
の
川

市
を
活
か
し
、
放
置
さ
れ
た

農
地
の
有
効
利
用
等
を
考
え

な
が
ら
、
今
後
、
他
の
市
町

村
に
負
け
な
い
、
長
期
的
な

展
望
に
た
っ
て
、
紀
の
川
市

づ
く
り
を
考
え
た
い
。

舩木　孝明　議員

坂本　康隆　議員

人
口
減
少
の
克
服
を
！

き
び
し
い
国
保
会
計今

後
の
介
護

保
険
の
取
組
み

将
来
を
担
う

若
者
の
意
見
も

地域の老人の集い

フルーツ王国紀の川市

※
第
三
者
行
為
求
償
事
務
と
は

交
通
事
故
等
、第
三
者
（
加
害
者
）

の
不
法
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
保

険
給
付
に
つ
い
て
、保
険
者
（
市
町

村
）が
立
て
替
え
た
医
療
費
等
を

加
害
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求

す
る
こ
と
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業
の
誘
致
も
大
事
で
あ
る
た

め
考
え
て
い
く
。

問「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の

取
り
組
み
状
況
は
。

ま
た
、
実
施
に
あ
た
り
、

フ
ル
ー
ツ
大
使
と
な
っ
て
い

た
だ
い
た
、
女
優
「
藤
原
紀

香
さ
ん
」
に
テ
レ
ビ
番
組
や

ブ
ロ
グ
で
お
礼
の
品
で
あ
る

特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
も

ら
え
な
い
の
か
。

 

答
　
　
　
市
長
・
総
務
部
長

寄
付
を
し
て
い
た
だ
い

た
方
々
に
、
紀
の
川
市
の
特

産
品
を
お
礼
品
と
し
て
贈
れ

る
よ
う
、
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト

を
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
ふ
る
さ
と
納
税
関
連
サ
イ

ト
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

寄
付
申
込
み
も
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
「
藤
原
紀
香
さ

ん
」
も
フ
ル
ー
ツ
大
使
と
し

て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う

考
え
て
い
く
。

問若
者
を
含
め
、

人
の
集
ま
る
場
所
に

は
、
観
光
サ
ー
ビ
ス

や
災
害
時
の
情
報
ツ

ー
ル
と
し
てW

i-F
i

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
で

は
。

 

答   

企
画
・
農
林
商
工
部
長

特
に
、
外
国
人
観
光
客

を
多
く
受
け
入
れ
る
施
設
へ

の
設
置
が
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
地
域
の
社
会
基
盤
と

し
て
観
光
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
防
災
を
含
め
、
様
々
な

用
途
に
使
わ
れ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

既
存
の
商
業
施
設
のW

i-F
i

環
境
な
ど
の
状
況
を
見
極
め

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問地
方
版
総
合
戦
略

策
定
に
あ
た
り
、
若

者
の
働
く
環
境
づ
く

り
は
も
っ
と
も
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
と
考
え

る
。
第
三
次
産
業
を

目
指
す
若
者
が
多
い

な
か
で
、
京
奈
和
自

動
車
道
開
通
の
利
点

を
生
か
し
、
関
西
圏
に
少
な

い
大
規
模
商
業
施
設
の
誘
致

や
、
紀
の
川
市
へ
滞
在
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
の
誘
致
を
考
え
て
は
。

 

答
　
　
　
市
長
・
企
画
部
長

若
い
世
代
が
安
心
し
て

「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
」

が
で
き
る
環
境
と
、
雇
用
の

創
出
を
す
る
、
「
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
と
総
合
戦
略
」
の
策
定

を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
大
規
模
商
業
施

設
と
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
誘

致
と
共
に
、
優
良
な
中
小
企

問市
内
の
空
き
家

は
平
成
25
年
度
末
現

在
で
危
険
空
き
家
29

戸
を
含
め
て
998
戸
あ

る
。
今
回
の
空
き
家

対
策
特
別
措
置
法
に

乗
せ
て
ど
の
よ
う
な

事
か
ら
手
を
付
け
て

行
く
の
か
。

 

答
　
　
　
　
　
建
設
部
長

新
法
に
基
づ
き
、
市
長
・

地
域
住
民
・
議
会
他
、
学
識

経
験
者
等
で
組
織
す
る
空
き

家
対
策
に
関
す
る
協
議
会
を

設
立
す
る
。
今
後
、
平
成
25

年
度
に
実
施
し
た
空
き
家
調

査
結
果
を
も
と
に
、
危
険
空

き
家
と
判
断
し
た
物
件
や
経

年
変
化
な
ど
も
加
味
し
な
が

ら
、
空
き
家
等
対
策
計
画
を

策
定
し
た
上
で
進
め
て
い
く
。

問法
に
定
め
た
４
つ
の
要

件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
、
市
と
し
て
特
定
空
き

家
と
認
定
を
し
て
立
入
調
査

を
し
、
最
終
所
有
者
に
対
し

て
撤
去
命
令
を
出
す
が
、
撤

去
費
の
問
題
で
所
有
者
と
ト

ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た
場
合
、

ど
の
様
な
対
応
を
し
て
い
く

の
か
。

 
答
　
　
　
　
　
建
設
部
長

本
来
は
空
き
家
等
の
所

有
者
が
責
任
を
持
っ
て
対
処

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

最
終
的
に
命
令
に
従
っ
て
い

た
だ
け
な
い
場
合
は
、
行
政

代
執
行
法
の
規
定
を
適
用
し

て
特
定
空
き
家
等
を
撤
去
し
、

強
制
的
に
そ
の
費
用
を
徴
収

す
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
徴
収
に
当
た
っ

て
は
、
国
税
滞
納
処
分
の
例

に
よ
る
強
制
徴
収
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。

し
か
し
、
代
執
行
を
行

う
に
は
、
予
算
措
置
も
必
要

と
な
る
た
め
、
空
き
家
対
策

に
関
す
る
協
議
会
に
も
は
か

り
な
が
ら
慎
重
に
進
め
て
い

き
た
い
。

問特
定
空
き
家
の
所
有
者

に
対
し
て
の
撤
去
命
令
に
従

わ
な
い
場
合
に
は
、
ど
う
い

っ
た
対
策
を
し
て
い
く
の
か
。

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

特
定
空
き
家
周
辺
の
圧

力
を
感
じ
、
市
の
対
応
に
素

直
に
向
き
合
う
人
、
向
き
合

わ
な
い
人
を
平
等
に
解
決
し

て
い
く
た
め
に
、
今
回
の
法

律
、
ま
た
他
の
法
律
に
基
づ

い
て
、
対
処
し
て
い
く
。

川原　一泰　議員

森田　幾久　議員

危険空き家対策法成立

商業施設・ホテル誘致

Wi-Fiで観光案内

老朽化した空き家

橋本市のビジネスホテル
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市
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

出
前
講
座
の
な
か
で
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
。

 

答
　
　
　
保
健
福
祉
部
長

在
宅
介
護
の
現
場
で
は
、

「
居
宅
医
療
管
理
指
導
」
と

い
う
療
養
上
の
管
理
や
指
導
、

助
言
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
が
あ

る
。
利
用
者
は
、
平
成
26
年

度
で
約
１
千
700
名
、
毎
年
100

名
程
度
増
加
し
て
い
る
。

問出
前
講
座
は
新
し
く
設

け
る
の
か
。
医
師
と
同
じ
よ

う
に
薬
剤
師
と
の
信
頼
関
係

が
大
事
だ
と
思
う
。
医
師
会
、

薬
剤
師
会
と
の
協
議
の
場
を

設
け
て
は
。

 

答    

市
民
部
長
・
保
健
福
祉
部
長

講
座
は
、
既
存
の
講
座

の
な
か
に
「
薬
を
正
し
く
服

用
す
る
」
こ
と
の
重
要
さ
の

項
目
を
追
加
す
る
。

薬
剤
師
会
も
残
薬
問
題

の
重
大
さ
を
認
識
し
て
い
る
。

関
係
部
署
を
通
じ
て
、

医
師
会
、
薬
剤
師
会
と
と
も

に
啓
発
し
て
い
く
。

問改
正
道
交
法
が
施
行
さ

れ
た
。
自
転
車
に
乗
る
子
供

た
ち
が
被
害
者
に
も
加
害
者

に
も
な
ら
な
い
よ
う
、
中
学

進
学
時
に
習
熟
度
テ
ス
ト
を

行
っ
て
は
。

 
答     

教
育
部
長
・
教
育
長

法
の
施
行
前
に
法
改
正

の
内
容
説
明
と
安
全
教
育
の

徹
底
を
指
示
し
、
保
護
者
に

対
し
て
文
書
配
布
な
ど
も
し

て
い
る
。
今
後
は
、
実
践
的

な
指
導
を
し
て
い
く
。

テ
ス
ト
と
い
う
よ
う
な

堅
苦
し
い
も
の
で
な
く
、
自

転
車
の
安
全
通
行
、
マ
ナ
ー

な
ど
を
確
認
で
き
る
よ
う
な

方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

問薬
の
飲
み
忘
れ
や
、
飲

み
残
し
に
よ
る
残
薬
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
医
療
費
の

適
正
化
の
た
め
に
も
、
お
薬

手
帳
の
活
用
や
、
か
か
り
つ

け
薬
局
を
作
る
こ
と
な
ど
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
け
な
い
か
。

ま
た
、
在
宅
介
護
な
ど

の
現
場
の
残
薬
問
題
は
。

 

答
　
　
　
　
　
市
民
部
長

年
々
医
療
費
が
増
大
し

て
い
る
な
か
、
残
薬
問
題
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
事
実
で
あ
る
。
か
か
り
つ

け
薬
局
を
持
つ
こ
と
は
、
あ

く
ま
で
患
者
個
人
の
判
断
に

よ
る
。
お
薬
手
帳
は
持
っ
て

い
な
い
と
い
う
特
例
制
度
も

あ
り
、
有
効
な
活
用
が
難
し

い
。
正
し
い
薬
の
服
用
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

問子
供
た
ち
を
取
り
巻
く

き
び
し
い
教
育
環
境
の
改
善

と
、
多
忙
な
教
育
現
場
の
状

況
に
ど
う
取
り
組
ん
で
行
く

の
か
。

 

答
　
　
　
　
　
教
育
部
長

子
供
た
ち
の
将
来
を
見

据
え
た
、
生
き
る
力
に
結
び

つ
く
学
力
の
向
上
を
目
指
し
、

授
業
の
工
夫
改
善
を
す
べ
て

の
小
中
学
校
で
取
り
組
ん
で

い
る
。

学
校
で
は
、
子
供
の
育

っ
た
環
境
や
現
状
を
踏
ま
え
、

そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
き
め
細

や
か
な
指
導
が
必
要
で
あ
る
。

教
職
員
に
は
、
保
護
者

や
地
域
へ
の
対
応
や
事
務
処

理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

ス
ト
レ
ス
が
形
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
充
分
に
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
、
管
理
職
が

教
職
員
の
健
康
状
態
や
子
供

た
ち
の
様
子
を
把
握
し
、
適

切
な
学
校
運
営
が
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
る
。

問本
市
の
活
性
化
に
向
け

て
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

振
興
と
観
光
を
推
し
進
め
る

た
め
、
河
南
道
路
沿
い
に
、

道
の
駅
を
新
設
し
て
は
。

 

答
　
　
　
　
　
建
設
部
長

桃
山
方
面
へ
の
道
の
駅

の
設
置
は
、
条
件
が
整
え
ば

可
能
だ
が
、
新
た
な
設
置
は

今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

 

答
　
　
　
農
林
商
工
部
長

農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
き
び
し
く
、
就
農
者
の
減

少
に
よ
り
果
樹
を
は
じ
め
主

要
農
産
物
の
生
産
量
・
販
売

額
は
減
少
の
傾
向
に
あ
る
。

　

こ
の
状
況
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
、
本
市
が
誇
る
フ

ル
ー
ツ
を
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
で
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

と
販
売
促
進
、
さ
ら
に
観
光

客
の
増
加
に
結
び
付
け
る
こ

と
が
地
域
活
性
化
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
る
。

道
の
駅
へ
の
登
録
は
、

産
業
振
興
や
雇
用
の
創
出
、

観
光
な
ど
地
域
活
性
化
に
つ

な
が
る
非
常
に
魅
力
あ
る
施

設
と
認
識
し
て
い
る
が
、
現

在
Ｊ
Ａ
は
、
め
っ
け
も
ん
広

場
を
都
市
と
農
村
の
交
流
拠

点
と
し
て
、
来
店
客
が
一
日

ゆ
っ
た
り
と
過
ご
せ
る
施
設

へ
の
転
換
を
目
指
し
て
い
る
。

市
単
独
で
の
施
設
の
新

設
は
、
財
政
負
担
も
大
き
い

た
め
、
民
間
施
設
・
民
間
活

力
の
導
入
や
既
存
施
設
を
利

用
す
る
こ
と
で
対
応
し
て
い

く
。

榎本　喜之　議員

太田加寿也　議員

子
供
と
先
生
を
守
る
に
は

罰
則
強
化
！

子
供
に
ま
で

河
南
地
域
の

産
業
振
興
を

高
齢
者
の
残
薬
５
０
０
億
円

京奈和道（かつらぎ町）の道の駅
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供
も
、
住
民
基
本
台
帳
法
に

よ
り
、
閲
覧
で
対
応
す
る
。

問か
つ
て
の
大
戦
で
２
千
273

人
の
方
を
こ
の
地
域
か
ら
戦

地
に
送
っ
て
命
を
落
と
さ
れ

た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。

本
市
で
育
っ
た
若
者
を

戦
地
に
送
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
に
協
力
す
る
市

で
い
い
の
か
。

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

私
は
遺
族
の
一
人
と
し

て
親
父
の
顔
を
知
ら
な
い
戦

災
孤
児
で
あ
り
、
ま
た
２
千

何
人
か
の
本
市
の
遺
族
の
皆

さ
ん
の
こ
と
を
考
え
た
と
き

に
、
戦
争
な
ん
て
あ
っ
て
い

い
は
ず
は
な
い
。
本
市
の
若

者
が
自
衛
隊
の
隊
員
と
な
っ

て
、
戦
争
に
行
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ

っ
て
い
い
は
ず
は
な
い
が
、

法
律
に
よ
っ
て
募
集
要
項
が

本
市
に
来
た
と
き
に
は
市
民

に
知
ら
せ
る
義
務
は
あ
る
と

思
う
。

問新
入
学
児
童
生
徒
学
用

品
費
の
支
給
は
７
月
に
な
る
。

　

で
き
る
だ
け
早
く
支
給
し

て
は
ど
う
か
。

 

答
　
　
　
　
　
教
育
部
長

認
定
時
期
や
認
定
基
準

の
見
直
し
が
必
要
。
今
後
、

研
究
し
た
い
。

問安
全
保
障
法
案
は
、

戦
争
放
棄
を
誓
っ
た

憲
法
を
否
定
す
る
も

の
と
考
え
る
。

市
が
自
衛
官
募
集

事
務
を
担
う
こ
と
で
、

本
市
で
育
っ
た
子
供

た
ち
を
戦
地
に
送
る

こ
と
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
。
戦
死

者
・
負
傷
者
を
作
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
得
る
と
考
え

る
。
災
害
救
助
で
の
活
動
は

無
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
戦

地
に
隊
員
を
派
遣
す
る
と
い

う
こ
と
が
決
ま
ろ
う
と
し
て

い
る
今
、
募
集
事
務
や
適
齢

者
名
簿
の
閲
覧
な
ど
、
自
衛

隊
へ
の
協
力
は
現
時
点
で
は

控
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

 

答
　
　
　
　
　
総
務
部
長

募
集
事
務
は
法
定
受
託

事
務
と
し
て
、
法
律
の
範
囲

内
で
取
り
組
む
。
名
簿
の
提

問子
供
と
地
域
住

民
が
自
ら
の
手
で
危

険
箇
所
を
記
載
し
た

「
地
域
安
全
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
て
は
。

ま
た
、
通
学
路
の
安
全

確
保
に
つ
い
て
、
地
域
住
民

で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
危

険
箇
所
へ
の
対
策
は
。

 

答    

危
機
管
理
部
長
・
教
育
部
長

マ
ッ
プ
作
り
を
通
じ
、

子
供
自
身
が
危
険
箇
所
を
理

解
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、

自
主
防
衛
能
力
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
認
識
し

て
い
る
。

安
全
確
保
の
た
め
、
犯

罪
の
防
止
に
努
め
、
積
極
的

な
地
域
活
動
へ
の
参
画
を
指

導
し
て
い
く
。

問通
学
路
の
点
検
等
に
子

供
も
参
加
す
る
よ
う
に
し
て

は
。

 

答
　
　
　
　
　
教
育
部
長

点
検
に
は
、
安
全
上
の

問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
が
中
心

と
な
る
の
で
、
慎
重
な
対
応

が
必
要
で
あ
る
。

問本
年
２
月
の
小
学
生
の

痛
ま
し
い
事
件
を
考
慮
し
、

今
後
ど
う
対
応
し
て
い
く
の

か
。

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

学
校
施
設
整
備
の
防
犯
・

交
通
安
全
対
策
の
充
実
に
向

け
て
推
進
し
て
い
く
。

問生
活
弱
者
を
援
助
す
る

専
門
家
で
あ
る
社
会
福
祉
士

の
設
置
計
画
は
。

 

答
　
　
　
保
健
福
祉
部
長

市
直
営
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
基
準
は
、

本
市
の
場
合
、
社
会
福
祉
士

３
名
以
上
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。

弱
者
援
助
の
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
福
祉
分
野
で
担
当

職
員
と
連
携
し
、
相
談
・
助

言
・
指
導
を
行
っ
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問社
会
福
祉
士
を
積
極
的

に
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

他
の
専
門
職
の
計
画
的

な
採
用
も
必
要
で
あ
る
た
め
、

市
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
配
慮
し
て
い
く
。

中村　真紀　議員

石井　　仁　議員

子供と地域

紛争地に送っていいか

就
学
援
助
金

を
入
学
前
に

社
会
福
祉
士
の

必
要
性

過去５年間（平成22年度〜26年度）の
紀の川市からの自衛隊受験者・入隊者数

受験 入隊

自衛官候補生 76 15

一般曹候補生 56 8

航空学生 7 1

幹部候補生 12 0

防衛大学校 28 2

防衛医科
大学校

医学科 23 1

看護学科 14 1

看護学生 8 0

高等工科学校（生徒） 6 0

合　　計 230 28
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問２
０
１
４
年
に
行
わ
れ

た
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
（
全
国
学
力
テ
ス
ト
）
は
、

小
学
６
年
生
国
語
Ａ
・
Ｂ
、

算
数
Ａ
・
Ｂ
、
中
学
３
年
生

国
語
Ａ
・
Ｂ
、
数
学
Ａ
・
Ｂ

の
８
科
目
で
行
わ
れ
た
。

和
歌
山
県
は
、
８
科
目

の
う
ち
７
科
目
が
全
国
ワ
ー

ス
ト
10
に
入
る
状
況
だ
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。
本
市
は
ど

う
だ
っ
た
か
。

 

答
　
　
　
　
　
教
育
部
長

本
市
も
県
の
結
果
と
同

様
、
決
し
て
い
い
と
は
言
え

な
い
。

子
供
の
学
習
意
欲
を
高

め
、
能
力
を
の
ば
す
指
導
が

十
分
で
は
な
く
、
家
庭
学
習

の
取
り
組
み
に
も
弱
さ
が
見

ら
れ
る
。

問小
学
校
で
「
読
み
聞
か

せ
」
に
携
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
活
動
が
活
発
に
行

わ
れ
、
子
供
た
ち
を
楽
し
ま

せ
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
多
数

が
女
性
で
あ
る
が
、
多
く
の

男
性
に
も
携
わ
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
養
成
講
座
を
開
き
、

豊
か
な
情
操
を
育
ん
で
は
。

 

答
　
　
　
　
　
教
育
部
長

市
内
の
各
小
学
校
に

「
読
み
聞
か
せ
」
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
団
体
が
６
グ
ル
ー
プ

の
他
、
保
護
者
や
高
校
生
、

地
域
共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
登

録
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が

あ
る
。

今
後
は
、
男
性
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
も
積
極
的
に
地

域
共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

の
な
か
に
取
り
入
れ
て
い
き

特
に
、
読
書
時
間
の
不

足
に
よ
る
文
章
読
解
力
の
な

さ
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え

る
。問学

力
テ
ス
ト
の
結
果
を

踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
し
て
い
る
の
か
。

 

答
　
　
　
　
　
教
育
長

教
育
委
員
会
で
は
、
「
学

力
向
上
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
、
教
員
の
指
導
力
・
資
質

の
向
上
を
は
か
っ
て
い
る
。

ま
た
、
市
独
自
で
若
手
、

中
堅
の
教
師
６
名
を
「
学
力

向
上
指
導
委
員
」
と
し
て
委

嘱
、
研
究
協
議
等
で
指
導
、

助
言
の
充
実
を
は
か
っ
て
い

る
。さ

ら
に
、
家
庭
学
習
の

重
要
性
を
訴
え
、
保
護
者
の

協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
各

学
校
独
自
で
具
体
的
な
学
習

方
法
を
示
し
た
手
引
き
を
作

成
し
配
布
し
て
い
る
。

問２
０
１
４
年
か
ら
市
町

村
教
育
委
員
会
の
判
断
で
学

校
別
成
績
の
公
表
が
可
能
に

た
い
。

問本
市
の
学
校
図
書
室
は
、

多
く
が
校
舎
の
２
階
ま
た
は

３
階
の
奥
に
あ
る
。
図
書
室

の
位
置
環
境
を
工
夫
し
て
は
。

ま
た
、
専
門
職
員
の
学

校
司
書
を
配
置
す
れ
ば
、
い

つ
で
も
利
用
し
、
本
を
借
り

る
こ
と
が
で
き
る
。
国
語
力

の
向
上
に
も
つ
な
が
る
の
で

は
。

 

答     

教
育
長
・
教
育
部
長

小
学
校
独
自
で
空
き
教

室
を
ミ
ニ
図
書
館
と
し
て
活

用
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
。

子
供
た
ち
が
本
の
面
白
さ
や
、

本
に
親
し
め
る
よ
う
な
機
会

を
数
多
く
作
り
、
読

書
環
境
を
さ
ら
に
充

実
し
て
い
く
。
学
校

司
書
は
今
後
検
討
す

る
。問大

震
災
時
に
お

け
る
「
通
電
火
災
」

と
は
、
地
震
発
生
直

後
に
、
熱
を
発
生
す

る
器
具
の
ス
イ
ッ
チ

な
っ
た
。

学
校
の
「
序
列
化
」
や

過
度
の
競
争
を
招
か
な
い
か

と
の
心
配
は
あ
る
が
、
公
表

さ
れ
れ
ば
現
状
を
把
握
し
、

市
民
全
体
で
地
元
の
教
育
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
の

意
見
も
あ
る
が
、
ど
う
す
る

の
か
。

 

答
　
　
　
　
　
教
育
長

各
学
校
の
事
情
も
考
え
、

学
校
別
の
結
果
を
一
律
に
公

表
し
な
い
考
え
で
あ
る
。

た
だ
、
現
在
は
各
学
校

が
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
・
生
徒

の
実
情
に
即
し
た
分
析
や
考

察
を
も
と
に
、
学
校
便
り
等

を
通
じ
て
保
護
者
へ
知
ら
せ

て
い
る
。

今
後
は
、
市
全
体
の
結

果
の
概
要
や
課
題
、
手
立
て

な
ど
を
公
表
し
て
い
く
。

を
切
ら
ず
避
難
し
、
転
倒
・

落
下
な
ど
に
よ
り
発
生
す
る

火
災
。

ま
た
、
停
電
と
な
り
、

ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
ら
ず
避
難

し
、
送
電
が
再
開
さ
れ
た
場

合
に
火
災
が
発
生
す
る
こ
と

が
あ
る
。

防
止
策
の
一
つ
に
、「
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
が
あ
る
。

地
震
の
揺
れ
を
感
知
し
、
自

動
的
に
電
気
を
遮
断
す
る
装

置
で
あ
る
。
設
置
へ
の
補
助

制
度
を
創
設
し
て
は
。

 

答
　
　
　
危
機
管
理
部
長

補
助
制
度
の
創
設
に
つ

い
て
は
、
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

震
災
時
の
通
電
火
災
に

つ
い
て
は
、
訓
練
・
研
修

会
・
広
報
を
通
じ
て
、
通
電

遮
断
の
必
要
性
や
対
応
策
に

つ
い
て
周
知
を
し
て
い
く
。

西川　泰弘　議員

大谷さつき　議員

学
校
司
書
の
配
置
を
！

情
報
開
示
で
学
力
向
上
を

感震ブレーカーの設置を

授業風景
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保
健
師
・
母
子
健
康
推
進
員

で
全
戸
訪
問
を
実
施
し
、
支

援
が
必
要
な
場
合
は
、
関
係

機
関
に
つ
な
げ
、
生
後
４
ヶ

月
か
ら
は
、
乳
幼
児
の
発
達

の
節
目
に
合
わ
せ
て
健
康
管

理
と
育
児
支
援
を
行
っ
て
い

る
。病

児
・
病
後
児
保
育
と
し

て
、
平
成
24
年
度
か
ら
、「
い

わ
で
・
き
の
か
わ
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
、
養
成
講
座
を
受
講

し
た
ス
タ
ッ
フ
が
、
急
な
病

気
の
子
供
の
お
迎
え
や
預
り

に
対
応
し
て
い
る
。

問妊
婦
教
室
の
中
に
、
夫

が
参
加
で
き
る
教
室
が
あ
る

の
か
。

出
産
後
、
育
児
不
安
を

持
つ
母
親
に
対
す
る
支
援
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

答
　
　
　
保
健
福
祉
部
長

妊
婦
教
室
は
、
基
本
的

に
女
性
が
対
象
に
な
っ
て
い

る
が
、
内
容
に
よ
っ
て
男
性

が
参
加
で
き
る
時
も
あ
る
と

考
え
、
調
整
し
て
い
く
。

本
市
は
、
２
ヶ
所
の
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
て
お
り
、
赤
ち
ゃ
ん
広
場
、

子
育
て
教
室
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
育

児
不
安
解
消
に
対
応
し
て
い

る
。

問子
ど
も
子
育
て

支
援
新
制
度
が
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
本

市
の
妊
婦
に
対
す
る

産
前
ケ
ア
、
出
産
後

の
母
子
に
対
す
る
産

後
ケ
ア
と
、
病
児
・

病
後
児
保
育
の
取
り

組
み
は
。

 

答
　
　
　
保
健
福
祉
部
長

平
成
19
年
度
か
ら
妊
娠

届
出
窓
口
の
一
元
化
を
は
か

り
、
母
子
手
帳
交
付
は
、
看

護
師
・
保
健
師
の
専
門
職
が

行
っ
て
い
る
。

妊
婦
に
対
し
て
、
平
成

25
年
度
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
支
援
が
必
要
な
妊

婦
を
把
握
し
て
対
応
し
て
い

る
。助

産
師
・
栄
養
士
・
歯

科
衛
生
士
を
講
師
に
、
妊
婦

教
室
の
開
設
。
出
産
後
の
母

子
に
対
し
て
は
、
助
産
師
・

問災
害
に
対
す
る

防
災
力
の
向
上
や
減

災
の
取
り
組
み
、
ま

た
災
害
時
要
援
護
者

に
対
す
る
避
難
方
法

や
避
難
所
の
あ
り
方

は
。

 

答
　
　
　
危
機
管
理
部
長

近
い
将
来
に
発
生
す
る

と
予
測
さ
れ
る
大
地
震
を
は

じ
め
、
様
々
な
自
然
災
害
や

そ
の
他
の
非
常
事
態
に
備
え

る
た
め
、
本
年
４
月
よ
り
危

機
管
理
部
が
創
設
さ
れ
、
市

民
の
生
活
環
境
の
向
上
と
安

全
確
保
や
、
災
害
か
ら
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
の
機
能

的
組
織
の
充
実
を
は
か
る
。

ま
た
、
災
害
時
要
援
護

者
の
方
に
は
、
保
健
福
祉
部

で
作
成
管
理
す
る
リ
ス
ト
を

も
と
に
、
自
治
区
長
や
民
生

委
員
等
の
協
力
を
得
て
、
高

齢
介
護
課
が
中
心
と
な
り
、

安
全
確
認
や
搬
送
に
あ
た
る
。

ま
た
避
難
所
に
お
い
て
、

障
害
の
程
度
や
体
力
及
び
症

状
な
ど
、
状
況
を
判
断
し
、

協
定
を
結
ん
で
い
る
福
祉
施

設
や
病
院
へ
の
移
送
も
行
う
。

問市
民
の
防
災
意
識
の
向

上
を
は
か
る
た
め
の
自
主
防

災
組
織
の
育
成
な
ど
、
地
域

防
災
力
の
強
化
は
。

 

答
　
　
　
危
機
管
理
部
長

災
害
発
生
時
に
被
害
の

最
小
化
を
は
か
る
た
め
、
行

政
に
よ
る
公
助
で
は
対
応
で

き
な
い
状
況
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
備
え
、
現
在
約

200
自
治
区
の
う
ち
、
118
自
治

区
で
自
主
防
災
組
織
が
設
立

さ
れ
て
い
る
。

自
助
意
識
の
高
揚
を
は

か
る
た
め
に
も
設
立
さ
れ
て

い
な
い
地
区
へ
理
解
を
求
め

て
い
き
た
い
。

問大
災
害
発
生
時
、
災
害

対
策
本
部
長
と
な
る
市
長
の

対
応
は
。

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

政
策
目
標
の
一
番
に
掲

げ
る
「
安
全
・
安
心
そ
し
て

強
い
ま
ち
」
づ
く
り
に
向
け
、

機
能
的
組
織
の
充
実
を
は
か

り
、
市
民
の
方
に
は
、
毎
年

実
施
す
る
総
合
防
災
訓
練
や

研
修
会
に
多
く
の
参
加
を
願

い
、
「
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
」
こ
と
で
、
災
害
時
の

適
切
な
対
応
に
努
め
て
い
く
。

中尾太久也　議員

並松　八重　議員

災害に強いまちづくり

産前・産後ケアの充実を

備
え
あ
れ
ば

憂
い
な
し

市民参加の避難訓練
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ちょっ
と

おしえ
て！

答弁

その後

答弁

その後

支所周辺地域の活性化

撤去や有効利用検討中

「おもてなしトイレ」で
お・も・て・な・し

平成 25年 6月議会　井沼　武彦　元議員

新庁舎は業務を開始したが、各支所の跡地
や粉河中学校の跡地は、今後どのようにする
のか。

各支所の跡地や施設、また粉河中学校の跡
地は、有効利用すべく未利用地有効利用検討
会などで考えていく。

駅環境を整えるべく、JRに要望していく。
粉河駅のトイレ改修は、来年度国体開催に間
に合うよう改修するとJRから聞いている。

粉河支所は平成 28年１月開設に向けて、ふるさと
センターへ移転し、現支所および隣接の施設は平成
28 年度に解体撤去する計画を進め、那賀支所・桃山
支所はさらに有効利用について検討を進めている。
貴志川支所は河南図書館と国営総合農地防災事業事
務所として有効利用し、また旧粉河中学校は、本年６
月より格技場、８月より体育館の使用と、９月より学
童保育施設として使用開始予定である。

JR西日本和歌山支社に要望した結果、和歌山県観
光トイレ整備補助事業（おもてなしトイレ大作戦）を
活用して粉河駅のトイレが整備され、快適なトイレに
なりました。
また、打田駅・名手駅のトイレについても整備され
利便性が向上しました。

貴志川線、大池遊園駅に快適なトイレが完
成。和歌山線無人駅の下井阪駅、紀伊長田駅
にトイレがなく、一日の乗降客の多い粉河駅
のトイレは老朽化している。
国体のソフトボール会場に近く、多くの利

用客が見込まれる。早急に改修しては。

平成 26年 6月議会　大谷さつき　議員

「おもてなしトイレ」を増やして

改修された粉河駅のトイレ
桃山支所

那賀支所 粉河支所

紀の川市議会だより　No.34　平成27年［2015］
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委員会活動報告
各委員会では、議案の審査だけでなく、各委員会に付託された市民生活に深く

関ることについて議会の開会・閉会にかかわらず調査研究を行っています。
最近の活動状況についてお知らせします。

議会広報特別委員会視察研修
「手に取って！見て！読んでもらえる！議会だよりを」

日　時：５月 14 日（木）、15 日（金）
視察先：可児市議会（岐阜県）・いなべ市議会（三重県）

広報紙づくりのテクニックの意見交換はもちろんですが、議会報告会や広聴に力を入れる両市議会との意
見交換も行うことができました。
市民の方々へ議会活動をお知らせすることが議会改革への第一歩であることから、議会改革に取り組んで
いく当市議会にとって大変有意義な視察研修となりました。

地域密着で親しまれるより良い広報紙づくりを学ぶ
ため、「第28回近畿市町村広報紙セミナー」を受講し
ました。今年も、森田委員長が事例発表を行い、他市
町議会とのグループ討論の司会進行を務めました。

私たち広報委員も、より一層努力し、「見や

すく・読みやすい議会広報」をめざして、また、

「最優秀賞」に選ばれるよう頑張っていきます。

日　時：７月13日（月）、14日（火）
主　催：毎日新聞社
場　所：毎日新聞社大阪本社　毎日インテシオ
参　加：中村委員　西川委員　森田委員長

めざせ、
グランプ

リ！

・熊本県宇城市議会
7月17日、宇城市議会清風会のみなさんが、
河南学校給食センター整備事業および調理配送
業務委託について研修されました。

・滋賀県甲賀市議会
7月22日、甲賀市議会広報特別委員会のみな
さんが、議会だよりの編集について研修されま
した。

他市からの視察を受け入れています

紀の川市議会だより　No.34　平成27年［2015］
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「議会改革」の検討をはじめました！

＜このようなことの見直しを検討しています＞
《議会の組織・構成・議員

の環境に関する部会》
（主な検討事項）
・議員定数の見直し
・議員報酬の見直し

（主な検討事項）
・議会の開催日程の見直し
 （休日開催）
・一般質問の一問一答式

（主な検討事項）
・議会報告会の開催
・議案に対する賛否公開

《議会の公開・情報提供等
に関する部会》《議会の運営に関する部会》

議会は、住民の代表として、政策形成機能や執行機関に対する監視機能、広報・広聴機
能を充実強化し、住民福祉の向上をはかることを目的として、「議会改革検討委員会」を
設置しました。
「（一般質問における）一問一答式の導入」「議会報告会の開催」「議員定数の見直
し」など多数の項目について検討を行います。さらに、議員自らの立場を再検証し、より
一層住民の負託に応えるための議会体制づくりを進めていきます。

議会を傍聴してみませんか
市議会の定例会は、３・６・９・12月の年４回開催され、

傍聴することができます。

市議会では、市民のみなさんの生活に直結した重要な
問題が審議されていますので、私たち議員の活動状況や
市政の内容を知るためにも、ぜひ議会の傍聴にきてくだ
さい！

【傍聴手続き】
本会議の傍聴を希望される方は、当日受付で住所・氏

名を記入していただき、入場してください。
本会議の傍聴定員は、30人（うち車いす用２席）です。

【受付場所】
本庁舎６階　議会事務局

※午前9時 30分開会予定です。なお、日程は変更することがあります。

電話でのお問い合わせもお受けしています。
●お問い合わせ … 議会事務局
電話番号：0736 －77 －0860

次回9月定例会（予定）
NEXT

日 月 火 水 木 金 土
8/23 24 25 26 27 28 29

本会議
（開会）

30 31 9/1 2 3 4 5

本会議（一般質問）
質疑
委員会
付託

6 7 8 9 10 11 12

決算特別委員会

13 14 15 16 17 18 19

総務文教
委員会

厚生
委員会

産業建設
委員会

（本会議）
予備日

20 21 22 23 24 25 26

本会議
（閉会）

紀の川市議会だより　No.34　平成27年［2015］
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―
―
な
ぜ
“
イ
モ
”
な
の
？

光
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
少
な
く
て
も
栽
培
で
き
る
サ
ツ
マ
イ
モ
が
、
日
本
で
は
大
量

に
作
れ
る
か
ら
で
す
。

―
―
石
油
な
ど
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
に
！

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
半
は
輸
入
に
よ
る
原
油
な
ど
の
化
石
燃
料
に
頼
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
燃
料
は
、
二
酸
化
炭
素
が
大
量
に
排
出
さ
れ
異
常
気
象
な

ど
の
発
生
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
先
進
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

を
使
っ
た
発
電
の
よ
う
に
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
っ
た
発
電
に
着
目
し
ま
し
た
。
農

業
も
食
物
だ
け
で
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
植
物
の
栽
培
を
導
入
す
る

こ
と
に
よ
り
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
」
と
し
て
の
農
業
の
可
能
性
を
見
出
せ
れ

ば
、
農
業
に
新
し
い
市
場
が
生
ま
れ
、
農
家
の
収
入
も
増
加
す
る
。
そ
う
す
れ

ば
、
就
農
者
の
増
加
に
も
つ
な
が
る
は
ず
。
芋
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
通
じ
て
農
業
を

復
興
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

紀の川市でがんばってます!! 　
発
電
が
開
く
未
来
の
扉
！

い
も

～
紀
の
川
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ー
ム

協
議
会
と
と
も
に
～

近
畿
大
学
生
物
理
工
学
部
教
授

　
農
学
博
士
　
鈴
木
高
広
先
生
に
聞
く
!!

Part6
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特集

―
―
マ
ス
コ
ミ
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
？

地
元
の
テ
レ
ビ
和
歌
山
の
取
材
は
も
ち
ろ
ん
、
先
日
は
、
関
西
テ
レ
ビ
や
毎
日

テ
レ
ビ
が
現
場
の
取
材
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

紀
の
川
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ー
ム
協
議
会
の
み
な
さ
ん
と
芋
栽
培
体
験
交
流
活
動
や

芋
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
実
験
イ
ベ
ン
ト
、
耕
作
放
棄
地
再
生
活
動
な
ど
の
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
実
験
が
ユ
ニ
ー
ク
と
い
う
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

身
近
な
農
作
物
で
あ
る
芋
の
栽
培
体
験
や
そ
れ
を
使
っ
た
発
電
実
験
を
通
じ
て
、

地
域
交
流
を
活
性
化
す
る
取
組
み
な
ど
も
評
価
さ
れ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま

す
。
特
に
、子
供
た
ち
は
、農
業
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
同
時
に
楽
し
く
体
験
し
、

学
ぶ
こ
と
が
で
き
貴
重
な
経
験
が
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

―
―
“
夢
”
に
向
か
っ
て
!!

化
石
燃
料
の
全
廃
社
会
を
こ
の
日
本
で
実
現
し
て
、
世
界
に
も
広
げ
て
い
き
た

い
で
す
。

紀の川市でがんばってます!!
今回は中村委員（左）と上野委員（右）が

担当しました

鈴木先生の研究の１つ、
空中栽培装置

紀の川市議会だより　No.34　平成27年［2015］
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歌
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紀
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川
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井
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番
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７
７
）
２
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１
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FAX
０
７
３
６
（
７
７
）
０
８
６
２

Eメ
ー
ル
：
k010200-001@

city.kinokaw
a.lg.jp

No.

　

編
集
後
記

紀
の
川
市
合
併
10
年
、
紀
の
国
わ

か
や
ま
国
体
が
開
催
さ
れ
、
記
念
事

業
と
し
て
紀
の
川
市
歌
も
制
定
さ
れ

ま
す
。

本
市
の
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
全
国
的
に
も
地
方
自
治
体
の

人
口
減
少
が
深
刻
化
す
る
一
方
で
、

東
京
へ
の
一
極
集
中
は
依
然
と
し
て

続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
地
方
の
経
済

は
大
都
市
に
比
べ
て
景
気
の
回
復
が

遅
れ
気
味
で
す
。
こ
う
し
た
現
状
か

ら
、
政
府
は
地
方
創
生
の
関
連
施
策

を
示
し
た
基
本
方
針
を
策
定
し
ま
し

た
。紀

の
川
市
も
人
口
増
加
対
策
の
一

環
と
し
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

が
雇
用
の
創
出
で
あ
り
、
子
育
て
環

境
の
充
実
で
あ
り
ま
す
。
「
住
み
た

い
・
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
思
え
る

街
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し

人
の
流
れ
も
増
え
、
暮
ら
し
や
す
い

紀
の
川
市
へ
と
発
展
す
る
よ
う
私
た

ち
議
員
も
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

地
方
創
生
の
主
役
は
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
で
す
。

（
Ｓ
・
Ｏ
）

ハスとたま電車

七夕まつり（安楽川保育園）

打田中川農園のひまわり畑

ＮＨＫのど自慢

粉河高校野球部応援


